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要 旨 2003年に導入した 3次元人体計測器を用いて本学学生760名を計測したデータから37項目の
人体寸法を算出した。結果，本学被験者群は JISの成人女子用衣料サイズ規格に照合すると11ARが最
多分布となった。体型特徴としては ◯肩傾斜に大きなバラツキが見られた。これはパターン設計上何

らかの工夫を必要とするものである。◯個々人の肩傾斜（角度）に平均1.3度程度の左右差が見られた。
◯反身体型，屈伸体型の分類因子ともなる前丈と後ろ丈の関係では，前丈と後ろ丈の長さに差が見られ

なかった。これは20年近い服装造形学理論編4)データの後ろ丈より前丈が長いという結果と比較する

と，本結果は些少ではあるが，屈伸体型となる。今回使用したデータは高度，周径，丈，角度項目であ

ったが，今後は縦・横断面形状等を用い，より適合度の高い衣服設計のために寄与できる資料としたい。

キーワード 3次元計測（3D measurement) 人体計測（human body measurement）
体格調査（physical measurements）

．は じ め に

3次元計測器は，人体のように多数の複曲面

から成る体表面形状を，レーザー光によって計

測する装置である。

本学への導入に至る経緯や，浜松ホトニクス

製 3次元計測器を用いた，文化女子大学専用

計測プログラムでの算出データの精度検証につ

いては，文化女子大学紀要第37集『被服設計

のための 3次元計測データの採取』1)にて報告

の通りである。

本報告は，この装置を用いて2005～2007年

度の 3ヶ年に人体計測をした，本学学生約760

名分の若年女子計測結果を示すものである。

尚，今回の結果と比較可能な，日本人の人体

計測データは，社人間生活工学センター HQL

『日本人の人体計測データ―1992～1994年―』2)

であるが，12年前のデータである。同セン

ターから2007年秋頃に最新の人体計測データ

が一般公開予定とされているが，データ集形式
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表 被験者の構成表

表 ランドマーク一覧

図 専用自動計測部位
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の詳細が入手困難な現状である。このことから

今回の計測結果の報告は最新の体型調査データ

として意味のあるものと考える。

．方 法

) 被験者

被験者は，2005～2007年度の本学学生，1,

2, 3年生の延べ人数945名で，人数構成は表 1

に記した通りである（22歳以上の年齢や国籍

の違いにより分析対象外とした学生も含む）。

計測時の着衣状態は，素肌に密着した下着

（ブラジャー，ショーツ）とし，レーザー光の

性質上（レーザーを吸収し計測点採取が不可能

となる色がある）濃色を避け，頭髪においては

白色帽子で被い密着させることとした。

) 計測方法

文化女子大学専用自動計測（以下，専用自動

計測とする）のための外付けランドマーク1)再

帰反射シール16枚を人体体表上の計測点部位

に貼り，被験者 1名につき 1回の計測を行っ

た。16ヶ所以外の計測点は自動検出となる。

ランドマーク一覧は表 2に示す。

計測時の姿勢は，耳眼水平の立位正常姿勢を

基本とし，レーザー採取の陰になり易い大腿部

は足部を約 30 cm開き，同様にレーザー採取

の陰になり易い腋窩部採取のために，腕を身体

から約 20 cm離した。この時肩傾斜に影響を

及ぼさない配慮をしながら計測補助者が腕の位

置を導いた。

) 計測項目

専用自動計測による計測部位は43項目であ
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図 日本人の人体計測データ～（A群）

との比較―モリソンの関係偏差折線―

図 日本人の人体計測データ～（B群）

との比較 ―平均値―
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るが，ナチュラルウエスト（ベルトが自然に落

ち着く位置）に関わる 4項目は，ベルト設定

位置が被験者本人の指示によるものであるた

め，設定定義の不安定さは否めず，さらに時代

的な流行に左右されるなどの考えから，本研究

での 3ヵ年の比較・考察には不適切と判断し

削除することとした。さらに，右袖丈，左袖丈

の 2項目も計測時の腕の開きに個体差が生じ

ることを考慮し削除とした。結果，考察に用い

る計測項目は37項目とした（図 1）。

．計測結果・考察

37項目の計測結果から平均値，標準偏差，

変動係数を年度別，学年別に表 3に示した。

) 日本人体格調査との比較

表 3に示した本学被験者群の主要項目平均

値と，日本人の人体計測データ―1992～1994

年2)（A群）とをモリソンの関係偏差折線で比

較すると図 2の通りである。

身長と頸椎点高の高さ項目に有意な差は見ら

れないが，水平WL，バスト，臀囲の周径項目

に 1の危険率で有意に差があり，A群より本

学被験者群が大きい結果となった。また，表 3

に示した計測結果から見ると，本学被験者群は

JISの成人女子用衣料サイズ規格と照合する

と，最多分布は11ARということになった。

背丈（頸椎点から後ろ正中ウエストラインま

での体表長）は 1の危険率で有意に差が見ら

れるが，ウエストラインの設定定義が次のよう

に異なっていることから比較対象としない。A

群のウエスト設定の定義は「胴のもっとも細い

位置での周長で必ずしも水平ではない」とされ

ており，本計測では「人体の前面から見て右体

側線の最も内方にくびれた位置を通る水平線」

としている。しかし，衣服パターン設計上ウエ

ストラインを水平にすることで，前傾姿勢，後

傾姿勢となる人体の体軸傾斜の個体差に左右さ

れず，衣服の着用状態を一定に保つことが可能

となる。つまり，背丈項目の A群計測定義は

本計測目的の衣服設計のための計測には適さな

いと考える。

また，日本人の人体計測―2004～2006年3)

（B群）との計測結果を比較したものが図 3で

ある。B群の計測結果については，ローデータ

がまだ開示されていないため有意差検定はでき
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表 年度別学年別計測結果
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写真 平均肩傾斜 写真 なで肩 写真 いかり肩 写真 左右差大

写真 前丈後丈平均 写真 反身体型 写真 屈伸体型
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ない。しかし，平均値で比較すると身長はほぼ

同寸法であるが，バスト，臀囲は約 3～4 cm

本学被験者群が大きく，A群との比較同様，

周径項目において本学被験者群が大きい結果と

なった。

) 体型特徴に関する考察

37項目中，変動係数が0.14以上のバラツキが

大きい項目は肩傾斜角度であった。

平均値±標準偏差の角度範囲を平均的肩傾斜

角度とすると，その範囲から外れた被験者の最

小値は13.2°で，この体型を「いかり肩」，最大

値の被験者は36.9°で，この体型を「なで肩」

と分類することができる。写真 1, 2, 3は各肩

部体型の比較代表例である。この様に個体差の

非常に大きい肩傾斜角度については，衣服設計

上バスト寸法から肩傾斜を換算することや，定

数で肩傾斜角度を設計するなどの方法では，無

理が生じ仮縫いなどの修正が否めないといえる。

また肩傾斜角度の左右差については，どの年

度においても平均値で1.3°前後の差があった。

これは肩パットなどでカバーできる範囲である

が，個々人のデータでは最大 7°の差を示す被

験者（写真 4）が見られた。この値は，衣服設

計上肩パットなどで左右差をカバーできる範囲

を超えており，あらかじめパターン上での修正

が必要と考える。

一般に上半身体幹部の曲勢などによる形態的

特徴として，反身体型，屈伸体型などの名称が

用いられるが，具体的な衣服設計の際，これら

の体型分類に関わる部位としては，前丈と後ろ

丈の関係が因子としてあげられる。表 3に示

すように今回の計測結果では，前丈と後ろ丈に

差はほとんど見られない値となった。この結果

と比較可能な例として文化女子大学服装造形学

理論編4)の1979年～1998年の人体計測結果があ

るが，いずれも前丈が 1.3～1.9 cm長い結果と

なっている。つまり，本計測結果は20年間近

く継続して得られていた後丈より前丈が長いと

いう結果を平均的体型とすると，些少ではある

が屈伸体型となる。

しかし，この平均値は前丈と後ろ丈を別々に

算出した結果であることから，被験者毎に前

丈と後ろ丈の差を算出し直した。差の平均は

0.11～0.15 cmと前述とほぼ同じであったが，

標準偏差，変動係数が大きく，最小値，最大値

の値を見ると，前丈が後ろ丈より 7.9 cm長い
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反身体と，前丈が 7.0 cm短いねこ背（屈伸体）

が表出された。写真 5, 6, 7はその代表例であ

る。このことは衣服設計上何らかの形で前丈，

後ろ丈の数値をあらかじめパターン上に取り入

れるか，経験による自分の体型の癖を把握して

おく必要があることを示唆している。

．ま と め

3次元計測器による計測結果（2005～2007

年，計760人）について，若年女子の体型分析

に関するデータを報告する。主な結果について

は以下の通りである。

本学被験者群は JISの成人女子用衣料サイズ

規格と照合すると，最多分布は11ARとなっ

た。

体型特徴では，まず肩傾斜にはバラツキが見

られ，衣服設計上バスト寸法から肩傾斜を換

算することや，定数で肩傾斜角度を設計する

などの方法では，無理が生じ仮縫いなどの修

正が必要となる。

個々の肩傾斜に左右差があり衣服設計時に肩

パットの高さに左右差をつけるなどでの工夫

を要する。

反身体型，屈伸体型の分類では本学被験群は

やや屈伸体型であったが，標準偏差，変動係

数が大きいことから，前丈の長い反身体と後

ろ丈の長い屈伸体と両極端な被験者が表出し

た。これは，衣服設計上何らかの工夫をする

必要がある。

今回の報告は，自動計測による高度，周径等

の数値データの提供に留めたが本データベース

は，必要に応じた単横断面形状，断面を重合し

た形状，縦断面形状等の提供も可能となり，よ

り適合度の高い衣服設計に寄与できる資料とい

える。
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